20181021レムナント教会1部
 信者のスタートライン(ローマ8:30)
　皆さんの祈りに感謝しています。昨日、とりあえず退院することができました。これから本格的なリハビリが始まりますので、引き続き祈っていただきたいと願います。早くいつものように立ってメッセージをすることができるように、また、1部のメッセージだけではなく、2部のメッセージも語ることができるように祈ってください。

　初代教会の信者たちの信仰というのは、いまみたいにクリスチャンになれば良いことがあるだろうということで信仰に入ったわけではありません。むしろ初代教会の場合は、イエス様を信じることによっていろいろなものを失い、損することになります。それにもかかわらず初代教会の人々は信者になりました。もちろん神様の恵みですが、彼らは人間的に、肉低的に良いことがあるだろうという期待ではなくて、むしろ人間的にはマイナスになるかもしれないけれどキリストだけが自分、地球の希望なのだという福音のお話が聞こえてきて、それを信じるようになりました。そして、十字架にかけられて復活なさったイエス様こそ、その唯一の希望であるキリストだという信仰だったので、他の何かの条件付きではなくて、無条件、絶対的な選択だったのです。そのようにしてクリスチャンになり、信仰に入るようになったわけです。

そして、彼らは天の御国の希望をもって残りの生涯を歩くようになります。そのような信仰をもってスタートしたのにもかかわらず、すぐに天国ではないわけです。いままでどおりの現実を生きていかないといけないわけです。そこには様々なテーマ、いろいろな課題があります。夫婦間はどうすべきなのか。これからの進路はどのように決めるべきなのか。会社に行って上司との関係、同僚との関係は、どのようにするのがよいのか。特に、いままでとは違ってクリスチャンになったので、迫害や様々な試練の中で現実をこなしていかないといけないわけです。それを避けてクリスチャンになったのでいきなりパラダイスになってバラの道を歩くようになったということはありません。いろいろな現実を生きていかないといけないというテーマに対して、いろいろな質問があり、疑問があって、それに対して指導者の方々は答えを出したわけです。その一つがローマの手紙でもあります。信者らしく、信者としていままでと違ってどのように現実を生きていくべきなのか。ときには病気になるときもあります。また、願ってもいないけれど大きなミスを犯したり、過ちを犯すときもあるわけです。そのときに信者としてどう対応するべきなのか。いろいろな現実の実際的な課題、テーマなどがあったわけです。それに対してこうすべきだ、ああすべきだという答えの前に、聖書はどのように答えを出すのでしょうか。

それは今日、長老さんを通して読んでいただきました聖書の箇所が、その質問、疑問に対して答えを出すための結論なのです。これが聖書の答えであり、神様の答えです。ローマ1章から8章の最後まで救いのことをずっと説明しながら、結論として締めくくる場面なのです。人間関係はどうすべきなのか。大きな試練にぶつかったときにはどうすればいいのか。世の中で目に見える祝福をいただいたときにはどうすべきなのか。学生は学校で、主婦は家庭の中で、仕事をする人間は会社でどのようにするのがよいのか、という答えのために、まず信者は結論をもってスタートラインに立つということなのです。これが世の中にはない聖書の答えです。ですから、細かい答えを一つ一つ探っていかないといけないでしょうけれども、その前に信者であれば、信者はすでに救われて祝福された存在だという結論をスタートラインにするということが答えなのです。どんなことがあろうが信者はもうすでに救われて祝福の者なのです。ここが結論でもあるし、スタートラインです。「いま私のような薄っぺらな信仰を持っている人間もそうでしょうか」。そうです。薄っぺらな信仰にあまり気を取られずに、それにもかかわらず信者であればどこに立つべきなのか、どこをスタートにしないといけないかと言いますと、すでに祝福された者なのだということをスタートにしないといけません。「私はあまり才能もないし、他の人と比べたときに別に良い学校に通っているわけでもないし、周りからも将来の展望、希望などはあまり見込めないと言われているものなのですが」。構いません。それにこだわる以前に信者であればすでに祝福の者だと、ここをスタートにしなければいけません。ここがキリスト教会です。多くのクリスチャンがだいぶ誤解しているのですが、様々な現実があり、いろいろな課題があるかもしれません。弱さもあるでしょう。けれども、スタートは、その弱さでもなく現実でもありません。すでに祝福されたのです。世の中のすべての人たちが追い求めている幸せ、しかし、決してそのゴールにたどり着くことができない、その幸せがクリスチャンにとってはスタートラインなのです。ここがいままでの因果応報や宗教的な感覚によってここが実際的に始まりなのです。今日、メッセージを通して契約として固く握って戦うようにして行きましょう。

どんな人間でも、聖書ローマの手紙で申し上げると、ユダヤ人でも異邦人でも関係なく、信者であればすでに祝福されたものです。また、過去を振り返って心残りになっているもの、悔しい思い、なかなか傷が消えない過去を抱えている人でも関係ありません。すでにその過去は飛んで行き、祝福されたものです。先ほども申し上げましたように、現実の様々な条件、それ以前に私たちはいままで修正になっているので、どこか痛いと「痛い。なぜ。これをどうするか」にしか見えません。夫婦の間にいろいろな問題が生じます。もちろん大変な悩み事でしょう。けれども、その夫婦の間にある険悪な雰囲気に捕らわれる前に、信者であれば、そこを対応するためには、すでに祝福された者なのだ、ここからスタートしなければいけないわけです。でも、なかなか現実にぶつかったときには、そのれがそのようになりません。肉体的にも病を抱えている場合があります。精神的にもいろいろな面で病んでいる場合もあります。それが先走ってしまうわけです。もちろん大変だとは分かります。でも、歯を食いしばってでも聖書の答えはそうではありません。信者であれば、精神的に病んでいるにもかかわらず、もうすでに祝福された者なのだろう。
なぜなのでしょうか。理由は一つしかありません。それはイエスがキリストだと信じた、その信仰があれば、その一つの理由によって過去がどうであれ、現実がどうであれ、また、その人がどんな人柄なのか、才能あるかないかなど一切関係なく、私は祝福された者です。そこをスタートにしなければいけません。イエスがキリストであることを信じて、それを信じる信仰だけが理由です。もちろん神様の恵みのゆえに信じるようになりましたが、他の何かはこだわらなくてもいいのです。皆さんにいろいろな悩み事、課題、心配事があるでしょう。どうすればいいのでしょうか。私たちはつい「どうすればいいのでしょうか」に走っていきますが、留まってスタートラインに立ってください。信者はそれにもかかわらずすでに祝福された者だと。その結論のことをパウロは今日の聖書の箇所でこのようにまとめています。どのように祝福されたのか。すでに神に定められていた人であり、定められていた人なので神様が召されて、イエス様を信じる信仰を与えられ義と認められました。それに終わらずに、すでに栄光を当たられました。いまこのパウロのお話を聞いているクリスチャンがどんな状況なのかというと、迫害と試練の中で本当にイエス様を信じてクリスチャンになって良かったのか、これでいいのかと葛藤を覚えているときに書き送ったものです。あなたがたはすでに義と認められ、神様に合格というサインが出て、しかも栄光を与えられました。前にもお話ししましたが、この栄光を与えられたというのは、イエス様と似たものになったという話なのです。不思議で、不思議でしようがありません。こんなに弱さを抱えているのに…。こんなにいろいろな現実の中でアップアップしているのに…。そうです。イエスがキリストだと信じることは、信じるひとりひとりがどんな人間であろうがイエス様と似たものであり、イエス様にしか使わない栄光という言葉が使われる存在になったということなのです。ここがスタートラインなのです。栄光に輝く存在、それがスタートです。私は大学試験に落ちた。私は高校を中退してしまって、いまバイトで生計を立てていて、収入と言ってももう話にならないお金なのです。そういっても栄光に富んだ者なのです。その栄光に富んだ者がいま高校を中退しているわけです。見方が変わります。
それで私個人的に、これをスタートラインにするため、自分なりにこのことを思い出していつも告白していることを皆さんに紹介させていただきたいと思います。私は目覚め時、また、なにかがあった時、聖餐の告白をささげます。それがこの内容をまとめたものなのです。信仰の宣言をします。そのあと私は十字架とともにつけられた者、もはや私が生きるのではなくて、わたしの中にキリストが生きているのだ。あなたがたは、聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか。父がわたしに、わたしが父の中にいるように、彼らも一つとなってわたしたちの中におるようにしましょう。すべてを満たす方に満ちておられるキリストのからだである教会であることを感謝して、主の御名をほめたたえます。キリストともに生かし、キリストとともに天のところに座らせてくださいました。それで天にある霊的すべての祝福を与えられいただいているものなのです。今日の聖書の箇所のように、もうすでに栄光に富んだ者であることを主の御前に告白をささげます。この祝福はだれにも邪魔されないし、奪われることはありません。だから、圧倒的な勝利者となり、すべてのことを働かせて益となるものなのです。この恵みの中に入れられているものなので、神様と和解させられて神の栄光を大いに望んで喜ぶ者です。ですから、当たり前にキリスト・イエスがなさったこと、それ以上のことができる存在であり、イエスの名によって悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けることがない、病人に手を置けば病人はいやされる、そういう者なのです。だから、世の光、王である祭司、キリストに使われることばが使われる存在として世の中を生きていきます。キリストの使節、イエスのかたちと言われるものです。聖霊が臨まれると、エルサレムからユダヤ、サマリアの全土、地の果てにまでイエスの証人となる存在です。これを私はスタートラインにします。なにがなんでも、苦しいことがあっても、到底理解できないことがあっても、正しいか正しくないかに捕らわれずに。だれかのせいによって自分が損を受けたり害を受けることもあります。これは明白かもしれません。でも、誰かのせいなのかにこだわらず、ここをスタートラインとして立つわけです。信者はなにをどうするべきかを問う以前に、すでにこのように栄光に富んだ祝福の存在だということをスタートラインにしないといけません。先ほども申し上げましたように、この祝福がどんな被造物でもキリスト・イエスにある神の愛から切り離すことはできません。そうならば、死、飢え、裸、剣、どんなことでもあっても苦難、試練であっても、圧倒的な勝利者になるしかないし、それに終わらずに、ローマ8：28、すべてのことを働かせて益となる人生、存在です。そして、パウロが告白しているように、私の中で生きることがキリストであるのですが、死ぬことも私には益なのです。これがスタートラインです。いろいろな事情があるでしょうけれども、皆さんがなにをどうすべきなのかにこだわって、どんなに研究して頑張っていても、このスタートラインに立っていないでやると、結局は、それは倫理であり宗教になるしかありません。そこは何の力もありません。なにかができたかのように思われていても一瞬ですべてが崩れるようになるものなのです。神様が望まれることは、イエスをキリストとして信じるその一つの理由によって、自分はなにがなんでも、anything、anywayです。私は祝福されたものです。これは永遠に変えられないものです。だから、すべてのことを働かせて益となるのです。これを整理しますと、イエスはキリスト、神の国というわけです。私たちはそういう者です。すぐに疑問が解けなくても、すぐに現実の様々な課題がすっきりにならなくても、私たちは歯を食いしばってでもクリスチャンのスタートラインに立たないといけません。それでよりややこしくなることがあっても、私たちはこれは譲れません。スタートラインに立つわけです。
皆さん、今現在もいろいろな事情があるでしょう。また、これからもいろいろなことにぶつかりつつ人生を歩いて行くようになります。そのときに、皆さんはクリスチャンなのです。ですから、いちばん先にスタートラインのことを忘れないでください。これを言葉で整理しますとこうなります。これが信者のスタートラインであるということは、信者というのはすでにすべての問題を解決してもらった者である、これがスタートラインです。本当にこれがスタートラインです。こんなにいろいろな問題があるのに…。そうです。こんなにいろいろな問題がある、ということにこだわると負けます。信者は、それにもかかわらず、すでにすべての問題を解決してもらった存在です。これがスタートラインです。信者はすでに幸せな者です。これがスタートラインです。つまり、なにごとでも問題になることはありません。どんな状況でも、引っかかる状況などは一切ありません。これがスタートラインです。ヨセフのお兄さんたちのせいでヨセフは大変な苦労をしていました。でも、それにひっかからないのです。これがスタートラインです。なぜなら、イエスがキリストだから。すでに祝福されているものだからです。先ほども申し訳ありませんが英語を使いました。皆さんにしっかり覚えてもらうために、anything、No problem。何も引っかかることなどはありません。これをスタートにしなければいけません。これは実はサタンとの戦いです。

だからこそ残るのはこれしかありません。信者の理由というのは、たましいを生かすこと、福音宣教、この一点に絞られます。だから、引っかかることはありません。普通に見ると、だれかが悪い、だれかが良い。これは大変だろう。何でこんな状況が続くのだろう。このように思われることでしょうけれども、それが福音宣教のために必要なものなので許されるものなのです。なにひとつ問題はありません。そして、私たちはすでに祝福されている者なので、引っかかることなどはなにもない存在です。その目を開いていかなければいけません。このスタートラインを死守することを信仰生活といいます。皆さんがなにかを一生懸命頑張って正しく生きることではなくて、このスタートラインをスタートラインとして死守していくこと、これが信仰生活であり、また、それを死守することができる心の状態を聖霊充満と言います。それから、このスタートラインを見逃してしまって忘れてしまうことを、サタンにだまされるというわけです。よく見分けるようにしていきたいと思います。もちろん分かっていても最初からいつもなにがあっても、このスタートラインにしっかり立って物事を進めるようになるわけではありません。思うようにいかずに、またサタンにだまされることがしょっちゅうあるでしょう。でも、うまくいかなくても、何回だまされても、100回だまされても101回目もスタートラインに戻らないといけません。私たちにあきらめということはありません。どんなにひどいことをしでかしたとしても、その人がそれに罪責感やなにかの呵責を持って苦しむことではなくて、ずうずうしく私たちのスタートラインは呵責とかなにかの良心ではなくてここなのです。だから、そこに戻らないといけません。歯を食いしばってでも、周りから指を指され「そんなひどいことをやったのに」と言われても、目をつむって、耳をふさいで、口をつぐんで、信仰の、信者のスタートラインに立つわけです。これこそがサタンが砕かれることです。そうしていくうちに、いっぺんにできなくても心配せずに、ただ何回失敗しても、何回スタートラインから外れることがあってもあきらめずに、私たちがスタートすべきところはそこなのだという思いでそこに立たないといけません。失望せずに、あきらめずに、自分を責めずに、そうしていくうちにいつのまにかこのスタートラインが刻印、根、体質になっていきます。改めて申し上げます。特にレムナントの皆さん、ここをスタートラインにしてください。ただ最初からうまくいかない時があるでしょう。それはたぶん当たり前だと思います。刻印がいろいろありますから。でも、何回倒れても、何回だまされても、またスタートラインに立ちましょう。いまどんなに自分がひどい状況でも、どんなに指を指されるような環境であっても、ある意味では無視して信者のスタートラインに立ちましょう。主が皆さんとともにおられます。初代教会の人たちが迫害によって財産も故郷も奪われ、全地域に散らばるときがありました。それをディアスポラと言いますが、彼らが「なぜこんな状況が続くのだろう。イエス様を信じているということは良かったのか」と疑っているときにペテロが手紙を書いたものが第１、第２のペテロの手紙です。そこで彼らに対して、こうしなさい、ああしなさいという言う前に、あなたがたはその中で現実を生きていかないといけないということをお話ししながら、あなたがたは選ばれた種族、王である祭司という話をしているのです。それがスタートなのです。そこからでないと、いまの試練、いまの苦難やいまの現実などを正しく理解もできないし、正しく対応することができません。

改めて申し上げましょう。信者のスタートはなにがあっても、どんな状況でも、なにごとでも問題になることはありません。だから、引っかかることもありません。これがスタートです。黙示録をご存知でしょうか。大体、似たような状況なのです。そのときにイエス様が黙示を通して、終末にはいろいろなことがあり、主の再臨の時までずっとこれはあると言われます。いきなり神様が世界中の核ミサイルを全部なくし、環境汚染をしているものを全部殺してきれいな地球にする。もちろん可能です。なぜそうしないのでしょうか。悪者は悪者なりに。そこであなたがたはキリストの血潮によって清められた、もうすでに勝利した者なのです。その苦難に耐えて現実を生きていかないといけない。巻き込まれないように。あなたがたの願いどおりに、平坦な楽な時代などは本当はありません。でも、それがまったく問題にならない存在にすでに造り変えられているし、そして、その中でも一つの理由である福音宣教を、神はこれっぽっちも損することなく全うしていかれるので、その福音宣教と理解できない現実の様々のすべてが全部結びついているものなのでなにも問題ありません。すべてを働かせて益となるものなのです。だから、スタートラインがなにも引っかかることのない祝福ものであり、私の理由は福音宣教これ一つです。これがスタートラインにならないと、いつまで経ってもこんがらがってしまいます。特に、7人のレムナントについて先週もお話ししましたが、死の影の谷を歩くときに、ダビデは主は私の牧場の羊飼いでありと告白します。そこがスタートラインなのです。刑務所の中でいつどうなるのか分からないときにパウロは、私を強くしてくださる方にあって、できないことはなにもないと告白します。そこがスタートなのです。天にある霊的すべての祝福をいただいているものだ。そこがスタートなのです。そうすると、いまの試練や苦難の解釈が、見方が変わるでしょう。ひっかかるものでもないし、悩むことでもないし、心配事でもありません。悲しいことでもないし、悔しいことでもないのです。その中を全うしていくことを勝利と言います。どれほど皆さんに伝わったのか、神様にお祈りをささげますが、これからすぐにできなくても覚悟してください。毎日、一日、一日を幸せな者としてスタートしてください。幸せな一日として生きることを習慣にしていくようにしましょう。それぞれ生きる環境、置かれている状況、いろいろな条件などは異なっているでしょう。それにもかかわらず、クリスチャンであれば朝に目覚めたとき、幸せな者として生きましょう。だから、今日の一日もなにがあるか分かりませんが、なにも問題はないし、すべてが伝道のために神様が許されたことであるし、すべてが益となるものであれば今日の一日も幸せな一日として生きる、これを習慣にしていくようにしましょう。
そして、先ほども申し上げましたように、いろいろな問題があり、悩み事があり、いろいろな課題などがあると思います。そのことを正しく全うするためにも、無関心とかではありません。答えがローマ12章からずっと細かくあります。でも、その答えを正しく理解して生かしていくためには、信者のスタートラインに立つようにならないといけません。悩む前に、心配する前に、人を責める前に、だれかのせいにする前に、義と認められて栄光を与えられたものなのです。サタンはそうならないように、あらゆる方面からいろいろなことを通して攻撃をするので、心と思いがしっかりスタートラインに縛り付けられるように祈ってください。それが聖霊充満を求めるということです。自分の意志では、なかなか難しいのです。神様の恵みによって、聖霊の力によって、心と思いがなにがあっても、どんな状況でも、信者のスタートラインにしっかり立てられるようになること、思いと心がしっかりそこに縛られていくようになること、これが聖霊充満です。祈ってください。そうすると、皆さんは間違いなく、皆さんがいらっしゃる現場において、イエス様にしかできないこと、それが行われるようになります。それを期待して待っていてください。必ず証人として用いられるようになります。皆さんの能力と一切関係ありません。正しくスタートラインに立って、そして、現実を正しいクリスチャンらしく生きているときに伝道の門が開かれるようになります。
（祈り）
愛する天の父なる神様。今日もイエス・キリストの血潮によって清められ、神の子どもとして召されているひとりひとりの兄弟姉妹を主が覚えて祝福してください。なにより課題の前に信者のスタートラインが祝福であることを覚えて、それが刻印できるようにみことばをもって、また、様々な現実にぶつかりながら聖霊様が働いてくださり、余裕をもって信者のスタートラインに立って、なにごとにも引っかからず、なにも問題にせずに、福音宣教に突き進むことができるように、聖霊の導きに従うことができるようにひとりひとりを祝福してください。すでに勝利者であることを感謝いたします。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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